
の
計
６
人
で
チ
ー
ム
と
な
り
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
６
人
い
れ
ば
消
防

ポ
ン
プ
車
に
よ
る
消
火
活
動
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
が
学
ん
だ
操

法
の
役
割
ご
と
の
動
き
に
は
、
一
切

無
駄
が
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
先
輩
団
員
の
努
力

と
技
術
の
賜
物
で
あ
り
、
今
度
は
自

分
た
ち
が
研
鑽
を
積
み
、
後
輩
団
員

に
繫
い
で
い
き
た
い
で
す
。

大
会
当
日
を
迎
え
て
思
う
こ
と

　

真
っ
先
に
思
う
こ
と
は
【
感
謝
】

で
す
。
大
会
と
同
じ
形
式
で
訓
練
を

行
う
た
め
に
は
、
防
火
水
槽
の
設
置

や
ホ
ー
ス
の
巻
き
取
り
、
火
点
な
ど

資
機
材
の
準
備
や
撤
収
を
行
う
協
力

団
員
が
不
可
欠
で
す
。
更
に
他
分
団

の
先
輩
た
ち
や
常
備
消
防
署
か
ら
も

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
消
防

ポ
ン
プ
車
操
法
は
６
人
で
行
い
ま
す

が
、
訓
練
１
回
あ
た
り
約
40
人
以
上

の
協
力
に
よ
り
、
４
月
か
ら
大
会
前

日
ま
で
の
４
カ
月
間
、
週
２
回
の
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
関
係
す
る
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

そ
の
恩
返
し
に
、
自
ら
地
域
を
守

る
存
在
で
あ
る
消
防
団
の
一
員
と
し

て
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
形
で
大
切

な
郷
土
の
安
全
・
安
心
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

消
防
操
法
大
会
に
初
め
て
出
場
し
て

　

消
防
団
は
「
団
員
そ
れ
ぞ
れ
が

し
っ
か
り
と
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

重
要
」
で
あ
る
こ
と
を
学
べ
ま
し

た
。
消
防
ポ
ン
プ
車
操
法
は
指
揮

者
、
１
番
員
か
ら
４
番
員
と
補
助
員

第 46 回福島県消防操法大会　伊達市代表第 46 回福島県消防操法大会　伊達市代表

　消防技術の向上や消防活動の円滑な遂行を　消防技術の向上や消防活動の円滑な遂行を
目的とし、福島県で隔年で実施される消防操目的とし、福島県で隔年で実施される消防操
法大会。令和 8 年度大会で伊達市代表を務法大会。令和 8 年度大会で伊達市代表を務
めた保原支団第 3 分団の皆さんが、大会にめた保原支団第 3 分団の皆さんが、大会に
出場し気付いたこととは…。出場し気付いたこととは…。

輝いている人を紹介します輝いている人を紹介します

まちのキラリまちのキラリ
伊達市消防団保原支団伊達市消防団保原支団
第 3 分団（柱田・所沢地区）第 3 分団（柱田・所沢地区）

清野晶彦さん　　　髙橋常吉さん清野晶彦さん　　　髙橋常吉さん
松浦敬也さん　　　谷口祐貴さん松浦敬也さん　　　谷口祐貴さん
柳沼正一さん　　　高橋英樹さん柳沼正一さん　　　高橋英樹さん

伊達市消防団
インスタグラム

大
会
の
様
子
や
消
防
団

の
活
動
は
こ
ち
ら
▼

Profile ●たかはし　ひでき
　昭和 51 年生まれ。補助員。
Profile ●たにぐち　ゆうき
　昭和 63 年生まれ。3 番員。
Profile ●まつうら　たかや
　昭和 63 年生まれ。2 番員。

Profile●やぎぬま　しょういち
　昭和 56 年生まれ。4 番員。
Profile ●せいの　あきひこ
　昭和 44 年生まれ。指揮者。
Profile ●たかはし　つねよし
　昭和 52 年生まれ。1 番員。

清野晶彦清野晶彦さんさん（指揮者）・谷口祐貴（指揮者）・谷口祐貴さんさん（3番員）が（3番員）が
最優秀選手最優秀選手として表彰されましたとして表彰されました

¦　だて市政だより   2026.10 ※このスペースは有料広告です。詳しくは、秘書広報課（☎ 575-1113）にお問い合わせください。9


